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食料エネルギーシステム農学基礎Ⅰ＊ 1 ○ ○ ○ ○ 

食料エネルギーシステム農学 1 ○ ○ ○ ○ 

食料エネルギーシステム農学 1 ○ ○ ○ ○ 

食料エネルギーシステム農学基礎Ⅳ＊ 1 ○ ○ ○ ○ 

食料エネルギーシステム工学基礎Ⅰ＊ 1 ○ ○ ○ ○ 

食料エネルギーシステム工学 1 ○ ○ ○ ○ 

食料エネルギーシステム工学 1 ○ ○ ○ ○ 

食料エネルギーシステム工学基礎Ⅳ＊ 1 ○ ○ ○ ○ 
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教育課程表
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2 ○ ○ ○ 
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2   ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  ● ● ● ● 

国際インターンシップ 学習 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

国際インターンシップ実習Ⅰ 1 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

国際インターンシップ実習  1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

国際インターンシップ 学習 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

 ○ ○ ○ ○ 

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

◎：必修  ○：選択 

●：選択必修 （実践型インターンシップ（企業連携）あるいは国際インターンシップ実習Ⅰのいずれかを

必ず選択する） 

＊：他専攻・他学府履修の手続きが必要となる科目（P.16 参照） 

＊＊：他大学単位互換の手続きが必要となる科目（P.16 参照） 

注1） 基礎専門科目では，異なる分野（農学系の学生は工学系，工学系の学生は農学系）の科目から

※農学府，工学府，生物システム応用科学府生物機能システム科学専攻の科目（各科目２単位）
を，食料エネルギーシステム農学基礎Ⅰ〜Ⅳ，食料エネルギーシステム工学基礎Ⅰ〜Ⅳとして
読み替えることができる．

 

2 単位の履修を必修とする． 



スタッフ紹介　食料エネルギーシステム科学専攻スタッフ
食料エネルギーシステム科学専攻の教員について、各自の研究内容の概略を紹介します。また、研究紹介の後には、教員個人
の情報を紹介しました。番号に対応する項目は次のとおりです。
❶最終学歴　❷称号　❸専門分野　❹研究テーマ　❺電話番号　❻ファックス番号　❼E-mail　❽ホームページ

❶東京大学大学院工学系研究科　❷博士（工学）（東京大学）　❸エネルギーシステム分析　❹省エネルギー、熱の多

段階利用システム、太陽エネルギー利用　❺042(388)7226　❻042(388)7226　❼akisawa@cc.tuat.ac.jp　

❽http://www.tuat.ac.jp/̃akilab

　エネルギーや資源は限られているため最も効
率的に利用することが地球温暖化問題などの長
期的な視点から要請されています。一方で様々
なエネルギー技術の開発が行われていると同時
に、市場の規制緩和などのエネルギー政策も大
きく変動しています。このような多様なオプシ
ョンの元で最も望ましい状態を明らかにすると
ともに、種々の外部要因がもたらす影響を評価

する研究がシステム分析です。私の研究室で
は最適化型モデルを用いた手法により、コジ
ェネレーションなどの熱の多段階利用に基づ
く省エネルギー技術や省エネルギー政策の評
価に関する研究を行っています。また、その
一環として排熱駆動冷凍機の応用も研究して
います。

秋澤 淳 教授
Atsushi Akisawa

❶筑波大学大学院農学研究科　❷博士（農学）（筑波大学）　❸植物分子生物学、植物生化学　❹植物の環境応答の分

子メカニズム解明　❺042(388)7364　❻042(388)7364　❼taishi@cc.tuat.ac.jp

❽http://www.tuat.ac.jp/̃umelab/jp/index.html

　温暖化や干ばつ等の地球環境問題は、世界の
農業生産に影響を与えています。今後の持続的
な食糧生産のために、環境変化に耐える農作物
の開発が求められています。私たちの研究室で
は、植物がいかにして環境の変化を感知し、そ
の情報をどのように処理しているのか、といっ
た基本的なメカニズムを研究しています。植物
細胞内における遺伝子レベル、タンパク質レベ

ルでの現象を捉え、シグナル伝達機構を解明
することが目的です。このように基礎的な研
究を行う一方で、その成果を実際に応用して
環境耐性植物を作出することにも挑戦します。
研究材料としては、モデル植物のシロイヌナ
ズナを中心に、イネやマメ科作物等も扱う予
定です。

梅澤 泰史 教授
Taishi Umezawa

❶東京農工大学大学院工学研究科　❷博士（工学）（東京農工大学）　❸高分子機能、電気化学　❹固体高分子電解質

の創製と用途開拓　❺042(388)7058　❻042(388)7058　❼ytominag@cc.tuat.ac.jp　

❽http://www.tuat.ac.jp/̃tominaga/

　電解液に依存する既存のLiイオン二次電池に
代わり、引火や爆発などの危険性が少なく、成
形加工性に優れ、薄膜軽量化が可能な次世代電
池に注目が集まっています。当研究室では、電
解液やゲル状電解質に匹敵する速いイオン移動
が可能な固体高分子電解質（SPE）の創製に挑
んでいます。SPEの高イオン伝導化が実現すれ
ば、折り曲げ可能な電池や使用環境に依存しな

い燃料電池など、次世代電源の実用化が期待
されます。さらに、永久帯電防止材料などSPE
の用途開拓についても検討しています。当研
究室では、二酸化炭素の有効利用、機能性無
機材料との複合化、ポリマーブレンドによる
構造制御など、新しい高分子の合成やイオン
伝導度の改善技術の開発を通じ、SPEによる新
電池の実用化を目指しています。

富永 洋一 教授
Yoichi Tominaga
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Nakata Kazuya

 光機能性材料は、光エネルギーを電気エネル
ギーへと変換したり、センサーやフィルターと
して利用されるなど、様々な場面で役に立って
います。当研究室では、光エネルギーを化学反
応エネルギーへと変換する光機能性材料を開発
し、それが誘導する化学反応を利用した環境汚
染物質や有害微生物の除去、およびありふれた
資源から化学品や薬剤などの有用物質（ソー

ラーケミカル）を作り出すことなどを研究し
ています。また、光機能性材料を利用して、
宇宙環境で暮らすための環境維持および資源
利用技術の開発を行っています。当研究室は、
地球や宇宙において無尽蔵に存在する光エネ
ルギーを利用できる光機能性材料を武器にし
て、化学や生物の知識を融合的に活かした基
礎および応用研究を進めています。

❶東京都立大学理学部　❷博士（理学部）（東京都立大学）　❸材料科学　❹機能材料の合成と応用

❺042(388)7767　❻042(388)7767　❼nakata@go.tuat.ac.jp　❽http://web.tuat.ac.jp/~nakatalab/

中田  一弥  准教授

西舘 泉 准教授
Nishidate Izumi

　私たちの体は大きさや機能の異なる多くの
細胞により構成され、メラニンやヘモグロビ
ンなどに代表される、生命活動に不可欠ない
くつかの色素蛋白を含んでいます。例えば皮
膚に光を当てると、その一部は体内に入り込
み、細胞組織や色素により散乱、吸収されま
す。この生体と光の相互作用は組織構造や色

素の種類、状態により異なる分光（スペクト
ル）特性を示すことが知られています。私の
研究室ではこの生体の分光特性を積極的に利
用することで生体組織の機能情報を非侵襲的
に計測する方法について理論的及び実験的な
検討を行なっています。

❶室蘭工業大学大学院工学研究科　❷博士（工学）（室蘭工業大学）　❸生体機能分光、メディカルフォトニクス

❹分光法による生体機能計測に関する研究　❺042(388)7065　❻042(388)7065　❼inishi@cc.tuat.ac.jp　

❽http://www.tuat.ac.jp/~bmp-mpg/index.html

❶名古屋大学大学院農学研究科　❷博士（農学）（名古屋大学）　❸土壌微生物学、微生物生態学、生物防除　❹土壌

中における微生物の種類と働き　❺042(388)7915　❻042(388)7915　❼kokit@cc.tuat.ac.jp　

❽http://www.tuat.ac.jp/̃basehome/japan/Staff/Busys/toyoda.html

　世界の人口が急増しています。増え続ける人
口を支えるには食糧生産の増加が急務であり、
地球温暖化、土壌劣化等の地球規模の環境問題
を考慮すると、如何に持続的にこの緊急課題を
克服するかが重要です。持続的農業生産システ
ムの確立・向上を究極の目的とし、以下のこと
に大きな関心を持っています。農業生産には収
奪が伴いますから、持続的な農業を維持するに

は、堆廐肥等何らかの有機物を施用すること
が必須です。有機物連用土壌を一つのシステ
ムと捉え、細菌やカビ、原生動物といった微
生物、土壌動物を含めた生物間相互作用を明
らかにし、微生物的側面からシステムの安定
性、生産性について考えていきたいと思って
います。

  豊田 剛己 教授
Koki Toyota

11 TUAT-Graduate School of BASE



稲澤 晋 准教授
Inasawa Susumu

　化学反応や分散液の乾燥は、産業で頻繁に
使われています。高い生産速度でモノを作る
ことは、産業上、非常に重要です。しかし、
単純に反応や乾燥の速度を上げると、得られ
る製品（生産物）の質に悪影響を及ぼすこと
がほとんどです。如何に、品質を一定に保ち
ながら、生産速度を上げるか。現実的な課題
です。当研究室では、気相反応でのシリコン

材料の合成や、塗布液膜の乾燥過程を取り上
げ、それぞれの速度過程でどのように固体シ
リコンや膜が出来るのか、構造は何で決まる
のか、などのメカニズム解明に取り組んでい
ます。現象を支配するルールを理解し、もの
づくりの現場に役立つ解決法の提案につなげ
ることが研究の主眼の一つです。

❶東京大学大学院工学系研究科　❷博士（工学）（東京大学）　❸反応工学、反応と乾燥の速度論、ナノ材料　❹反応

や乾燥での固体/固体膜の形成メカニズム　❺042(388)7105❻042(388)7105　❼inasawa@cc.tuat.ac.jp　

❽http://www.tuat.ac.jp/~inasawa

山下  翔平 助教
Shohei Yamashita

❶東京農工大学生物システム応用科学府　❷博士（工学）（東京農工大学）❸粉体工学、界面化学　

❹有機修飾ナノ粒子の特性評価および界面現象の解明　❺042(388)7068　❻042(388)7068　

❼s-yamashita@go.tuat.ac.jp　❽http://web.tuat.ac.jp/~kamihide/index.html

　ナノスケールの材料は、一般的な材料とは
異なるユニークな性質を数多くもっています。
例えば、量子ドットと呼ばれる粒子種や金の
ナノ粒子は、そのサイズに応じてさまざまな
色に変化し、最新のディスプレイに導入され
ているほか、生体医療への応用も検討されて
います。我々は、ナノ材料の設計に不可欠な
「表面」に関する理解を深めるため、さまざ

まな粒子合成や表面の修飾を行い、得られた
ナノ粒子の特性を評価することに注力してき
ました。表面構造のわずかな違いがナノ粒子
の溶解性に大きく影響するなど興味深い知見
が得られています。こうした現象の奥に潜む
法則を見出すことでナノ粒子の産業応用に貢
献することが目標です。
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●保健管理センター

●管理棟（CUBE)

●総合情報メディアセンター

●図書館

●科学博物館（本館）

●先端産学連携研究推進センター

●学術研究支援総合センター

●機器分析施設

●生物システム応用科学府

●140周年記念会館（エリプス）

●工学部総合会館（生協）

１Fにはレストラン、２F～３Fには会議室や多
目的ホールがありまた環境・省エネに配慮した
施設でもあります。（写真左の建物）

先端産学連携研究推進センターでは全学的な研究戦略の提案、実行を担っていた
旧研究戦略センターと産学連携等によるイノベーションのための取組みを担っ
ていた旧産官学連携・知的財産センターが平成25年4月に統合され、設置され
ました。本学の研究や教育の質の向上のため、⑴人材・組織戦略⑵研究資金戦略
⑶研究基盤戦略⑷知的財産戦略の四つの分野に目標を立て活動しています。

工学部の前身である農商務省農務局蚕病試験場の参考
品陳列室として、明治19（1886）年に創設された博物
館です。大学附属の専門博物館という使命から、学術
的価値のある資料が多く集められており、その時代に
おいて、学生の教育上あるいは、産業界の指導的役割
を果たした資料多数が収蔵されています。

府中地区に府中図書館、小金井地区に小金井図書館が
設置されています。業務をすべて電算化しOPAC（オン
ライン蔵書目録）では約26万冊の図書及び約 1 万 2 千
タイトルの雑誌の所蔵検索が可能です。

本学の学術研究の総合的な推進支援機能の整備・充実
を図り、教育研究の進展に資することを目的として、
平成20年４月に学内の共同利用施設であった遺伝子実
験施設と機器分析センターを統合して発足しました。
（写真は遺伝子実験施設です。）

学術情報コンテンツの作成、保存、保守及び情報発信
を行うためのプログラムの開発をする「高度研究基盤
分野」と、高品質ネットワークシステムの設計、大規
模情報データ処理技術の高度化に関する研究及びＩＴ
スキルアップ教育法に関する研究を行う「情報技術
基盤分野」の２つの構成された教員組織となってい
ます。

キャンパスライフ
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